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お酒とこころの健康相談 よもやま話（その1）

  自助グループでの相談は、そんな声や気持ちに寄り添う
活動をしています。

  森の中で道が二手に分かれている。私は、人
があまり通っていない方の道を選んだ。それが大き
な違いを生んだ。悲しい、辛い、苦しい等の気持ちを
抱えている。私はどの道を進めばいいのか？

電話:080-3166-5337（ 担当：富岡）
死亡後の手続きについては

町ホームページをご覧ください。

愛南町
ホーム
ページ


